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１．はじめに

　近年，グローバルに活躍できる人材の育成が喫緊の

課題となっており，国際教育交流センターにおいても

数年に渡り，学生のグローバルリーダー教育を実施し

てきた。本フォーラムでは，大学において学生をグ

ローバルリーダーとして育てる様々な取組みについて

実践の報告を行い，大学はいかにして学生をグローバ

ルリーダーとして成長させることができるのか，いか

にして学生は成長していくのかなどの検証を行いつ

つ，大学の役割や責務について考えることを目的とし

開催した。

２．プログラム概要

日時：2014年２月18日 （火） 13:30～17:00

会場：名古屋大学 CALE フォーラム

主催：名古屋大学国際教育交流センター

開会挨拶：町田健

　　　　　（名古屋大学国際教育交流センター長）

第１部： 講演「キャンパスでの多文化共修：立命館大

学の実践」

　　　　堀江未来（立命館大学）

第２部：パネルディスカッション

報告１： 「話っ，輪っ，和っ！（静岡県留学生等交流推

進協議会）の取り組み」

　　　　袴田麻里（静岡大学）

報告２： 「多文化環境におけるピア・リーダー教育の取

り組み」

　　　　秦喜美恵（立命館アジア太平洋大学）

報告３： 「名古屋大学グローバルリーダー育成プログラ

ム（MEIPLES）の取り組み」

　　　　田所真生子，髙木ひとみ（名古屋大学）

報告４： 「名古屋大学グローバルリーダー育成プログラ

ム参加学生からの報告」

　　　　崔敏（名古屋大学工学部１年）

全体討論

司会：渡部留美（名古屋大学）

コメンテーター： 高井次郎（名古屋大学教育発達科学

研究科）

３．事業内容

　最初に，堀江未来先生（立命館大学）から「キャン

パスでの多文化共修：立命館大学の実践」と題し，グ

ローバル人材論の紹介やそれを取り巻く現状を紹介い

ただき，立命館大学の多文化共修を実例とした大学に

おけるグローバル人材教育の戦略と取組みについてご

講演いただいた。

　パネルディスカッションでは，三大学の実践につい

て報告いただいた。まず袴田麻里先生（静岡大学）から

「話っ，輪っ，和っ！（静岡県留学生等交流推進協議会）

の取り組み」と題し，12年に渡って取り組んでこられ

た静岡地域の複数の大学の学生が実行委員となって実

施している学生フォーラムについてご紹介いただき，

活動の効果と課題について報告いただいた。次に秦喜

美恵先生（立命館アジア太平洋大学）から「多文化環境

におけるピア・リーダー教育の取り組み」と題し，全

学的な初年時教育のカリキュラムへ組み込んだピア・

リーダー教育についてご紹介いただき，体験を通して
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様々なバックグラウンドを持った学生が学ぶことの意

義と効果について報告いただいた。最後に名古屋大学

国際教育交流センターから田所と髙木が「名古屋大学

グローバルリーダー育成プログラム（MEIPLES）の取

り組み」と題し，本学のグローバルリーダー育成プロ

グラムについて，実践の取組みと課題について報告を

行った。また，このプログラムにナビゲーター（リー

ダー）として参加した，工学部１年生の崔敏さんより，

参加してどのようなことを学んだか，学んだことをど

のように活かしていきたいかについて参加学生の視点

から報告をいただいた。

　最後に，全体ディスカッションを行い，コメンテー

ターの高井次郎先生（名古屋大学）より，三大学の実践

報告についてのコメントをいただいた。当日は，学内

外から30名以上を超える大学関係者，教育機関からご

出席いただき，参加者からは多くの質問が寄せられ，

活発な議論が行われた。

４．おわりに

　名古屋大学グローバルリーダー育成プログラムを

コーディネートしている教員間で，プログラムについ

て評価や振り返りを行う機会を作れたらという案が出

されたことが，本フォーラムを開催するきっかけと

なった。本フォーラムを通して他大学の理念や実践か

ら学ぶことが多く，来年度のプログラムがより効果的

な内容になるよう取り入れていく予定である。来年度

はさらにこのようなプログラムの授業化，単位化につ

いて他大学の実践を視察という形で学びに行き，プロ

グラム開発を継続して行っていきたい。

（名古屋大学国際教育交流センター「グローバルリー

ダー教育フォーラム：キャンパスにおける国際教育の

実践報告書」より一部抜粋改編）
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